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Characteristics and Directions of the Catalogue of Ryūkoku Gakko Naiten Genzon

Mokuroku 龍谷学黌内典現存目録, edited by Chidō 智洞

Hisako Mannami

The five-volume “Ryūkoku Gakko Naiten Genzon Mokuroku 龍谷学黌内典現存目録”
(Surviving Catalogue of the Ryukoku University School Library, billing code 000.

1/63/5) is not only one of the largest Buddhist book catalogs of the early modern period, it

is also a very unique one. It was compiled by the learned monk Chidō (智洞：1736-1805).

The unique arrangement of the books in the Ryukoku Gakkai School Catalogue of

Existing Buddhist Scriptures is that they are arranged in line with Shinran’s work Gubakusyo

愚禿鈔. It should be noted, however, that the focus is on Pure Land Buddhism, but not on

Shin Buddhism. In addition, the compilation of such a large catalog, which represents a

single Buddhist system, was made possible by Chido’s knowledge of the Tripitaka of

Jiaxing嘉興蔵, which was housed at the school, and his incorporation of it into the catalog.

In fact, this arrangement of books was not the idea of Chidō alone. Originally,

school libraries had a collection of Buddhist books centered on Pure Land Buddhism.

Chidō took this arrangement of the school library, in other words, the academic foundation

of the school, and developed it further.

The “Catalogue of Existing Buddhist Scriptures in the Ryugaku School” is a

proposal for a new Buddhist system, almost a presentation of scholarly results. It does not

emphasize the importance of authority. This was unique for the Nishi Honganji Order,

which was aiming for centralization at the time.

Although the same book was hidden after the Sangou Wakuran 三業惑乱, there are

later writings on it, fromwhich it was found to have been frequently used in the school. It is

said that this book was a very useful catalog for the school, which often used the Tripitaka.

This indicates a part of the way of learning at that time. However, after the Meiji period

(1868-1912), along with changes in the distribution of books in school libraries, Chido’s

achievements were forgotten.

Due to the Sangou Wakuran, Chido’s reputation is not necessarily high today.

However, “Characteristics and Directions of the Catalogue of Ryūkoku Gakko Naiten

Genzon Mokuroku” is a good example of the characteristics of early modern Buddhism,

which conducted research in a bibliographical manner. Chidō respected the scholarship of

the school and sought to develop it. In this catalog, the culture of Buddhist texts in the early

modern period is well represented, and at the same time, we can see his academic sincerity.
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は
じ
め
に

『龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
五
冊
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵

請
求
記
号
000.1/63/

5）
は
、
近
世
最
大
の
仏
教
教
団
で
あ
る
西
本
願
寺
が
運
営
す
る
学
林
（
檀
林
）
の
蔵
書
目

録
で
あ
る
。
正
確
な
成
立
年
は
不
明
な
が
ら
、
序
文
の
年
記
に
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

と
あ
る
。
編
者
は
桃
華
坊
智
洞
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
五
）。
彼
は
京
都
の
浄
教
寺
の
僧
侶

で
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
学
林
の
最
高
職
で
あ
る
能
化
職
を
継
い
だ
後
、
近
世
最

大
の
宗
教
騒
乱
で
あ
る
三
業
惑
乱
の
主
要
人
物
と
な
り
、
幕
府
に
糾
弾
さ
れ
獄
死
し
た
。

罪
人
と
さ
れ
た
智
洞
で
あ
る
が
、
彼
の
製
作
し
た
目
録
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
大
き
な

視
野
を
持
つ
。
そ
れ
は
単
に
、
内
典
四
五
七
七
部
、
外
典
一
二
二
部
、
総
数
四
六
九
九
部

と
い
う
、
近
世
屈
指
の
巨
大
な
目
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
な
い
。

同
書
に
つ
い
て
筆
者
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
考
察
を
し
て
き
た
。
ま
ず
、『
龍
谷
学

黌
内
典
現
存
目
録
』
は
学
林
の
虫
払
（
む
し
ば
ら
い
。
蔵
書
の
虫
干
し
）
の
際
に
利
用
さ
れ

た
『
大
蔵
虫
払
目
録
』
と
関
係
し
て
い
る(1)。
こ
の
『
大
蔵
虫
払
目
録
』
に
つ
い
て
は
後
に

も
触
れ
る
が
、
実
際
に
は
虫
払
の
際
だ
け
で
な
く
、
学
林
の
僧
た
ち
の
閲
覧
目
録
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
こ
れ
と
書
目
の
並

び
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
学
林
の
蔵
書
の
基
礎
的
と
な
っ
た
こ
と
を
よ

く
表
し
た
目
録
と
言
え
る
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
嘉
興
蔵
大
蔵
経
を
内
部
に
取
り
こ
み
、
学
林
蔵
書
と
合
わ
せ

自
由
に
並
べ
替
え
て
浄
土
教
中
心
の
仏
教
大
系
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
あ

た
か
も
日
本
人
の
著
作
を
含
め
た
新
し
い
大
蔵
経
の
よ
う
で
あ
り
、
実
際
に
、
当
時
の
西
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本
願
寺
の
碩
学
玄
智
は
そ
う
い
っ
た
大
蔵
経
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る(2)。

総
じ
て
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
当
時
の
学
林
書
庫
を
知
る
上
で
重
要
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
規
模
や
全
体
が
示
し
て
い
る
大
系
が
特
殊
で
、
他
に
類
を
見
な
い

目
録
と
言
え
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
同
書
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
以
下
の

一
〜
二
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
書
目
の
並
び
：
明
の
版
本
大
蔵
経
で
あ
る
嘉
興
蔵
大
蔵
経
を
檀
林
の
蔵
書
と
合
わ

せ
て
お
り
、
し
か
も
す
べ
て
浄
土
教
を
強
く
意
識
し
た
独
自
の
配
置
を
採
っ
て
い

る
。
こ
の
発
想
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。

二
智
洞
以
前
の
蔵
書
の
配
架
方
法
：
智
洞
が
目
録
編
纂
を
す
る
以
前
の
学
林
書
庫
の

配
架
に
つ
い
て
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
か
ら
、
お
お
ま
か
な
推
測
が
で
き

る
。

三
公
刊
の
目
的
：
全
五
冊
と
も
に
写
本
で
あ
る
が
、
第
五
冊
を
除
い
た
四
冊
は
版
下

風
で
、
出
版
の
意
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
智
洞
は
ど
う
い
っ
た
方
向
性
や
動

機
を
も
っ
て
こ
れ
を
公
刊
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

四
書
き
込
み
と
そ
の
抹
消
：
第
一
〜
第
四
冊
ま
で
は
書
き
込
み
が
多
数
あ
る
が
、
徹

底
的
に
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
書
き
込
み
で
、
な
ぜ
抹
消
さ
れ
た
の
か
。

五
大
蔵
経
の
頻
繁
な
利
用
：
学
林
で
は
嘉
興
蔵
大
蔵
経
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
。『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
五
冊
は
大
蔵
経
を
含
め
た
学
林
蔵
書
の
探

索
に
便
利
で
あ
る
た
め
、
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
書
目
の
並
び

『龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
嘉
興
蔵
大
蔵
経
（
正
蔵
、
続
蔵
、
又
続
蔵
）
を
中
に

取
り
こ
ん
で
い
る
。
結
果
、
天
竺
・
震
旦
・
日
本
と
充
実
し
た
書
目
と
な
り
、
こ
れ
ら
を

浄
土
教
中
心
に
配
置
し
て
い
る
た
め
、
仏
教
全
体
を
浄
土
教
中
心
に
体
系
化
し
た
体
に
な

っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
右
に
簡
略
に
そ
の
書
目
の
配
置
方
法
を
を
示
す
。

○

嘉
興
蔵
大
蔵
経
を
含
み
、
浄
土
教
を
中
心
に
仏
書
を
体
系
化
。

○

全
体
を
ま
ず
天
竺
・
震
旦
・
日
本
に
経
典
を
わ
か
つ
。

○

そ
れ
ぞ
れ
に
大
乗
小
乗
の
経
律
論
を
並
べ
る
。

○

震
旦
部
と
日
本
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
浄
土
教
を
筆
頭
と
し
、
華
厳
部
・
天
台
部
・

真
言
部
・
禅
部
・
三
論
部
・
法
相
部
と
続
け
る
。
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こ
の
書
目
の
配
置
に
つ
い
て
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
凡
例
に
は
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。

支
那
日
本
目
録
、
釈
経
・
釈
律
・
釈
論
、
皆
先
挙
本
部
、
於
其
下
列
其
釈
必
不
以
宗

分
之
至
雑
著
。
則
宗
分
之
、
亦
為
令
易
見
耳
。
其
中
先
浄
土
者
吾
宗
所
基
也
。
次
、

華
天
密
禅
三
論
法
相
等
次
第
者
、
従
禿
鈔
指
南
。

（
傍
線
筆
者
）

傍
線
部
に
拠
れ
ば
、
中
国
と
日
本
の
書
目
に
つ
い
て
は
浄
土
教
を
最
初
と
し
て
、
そ
の

後
に
華
厳
、
天
台
、
真
言
、
禅
宗
な
ど
と
続
け
た
と
あ
り
、
実
際
、
目
録
で
も
そ
う
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
次
第
は
「
禿
鈔
指
南
」
に
従
っ
た
と
あ
る
。

た
だ
し
、「
禿
鈔
指
南
」
と
い
う
書
物
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
親
鸞
の
『
愚
禿

鈔
』
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。『
愚
禿
鈔
』
二
巻
は
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
頃
成
立
の
親

鸞
の
著
作
で
、
真
宗
依
用
の
聖
教
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
巻
が
、
諸
宗
を
分
類

し
な
が
ら
真
宗
の
教
義
を
述
べ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
類
と
し
て
は
、
ま
ず
仏

教
全
体
を
大
乗
・
小
乗
に
わ
け
、
大
乗
に
つ
い
て
詳
し
く
分
類
し
て
い
る
。
中
で
も
『
龍

谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
分
類
は
、『
愚
得
鈔
』
の
教
判
「
二
双
四
重
」
を
参
照
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

｢二
双
四
重
」
で
は
、
ま
ず
真
宗
が
属
す
る
「
横
超
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
よ
り
段
階
を
へ
ず
に
等
し
く
真
実
報
土
に
導
か
れ
る
浄
土
易
行
の
教
え
で
、
無
量

寿
経
お
よ
び
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
の
隠
説
の
弘
願
門
の
真
実
教
と
し
て
『
愚
禿
鈔
』

で
は
こ
れ
を
第
一
と
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、「
横
出
」
こ
れ
は
浄
土
易
行
に
含
ま
れ
る

が
、
真
実
の
専
修
念
仏
に
よ
ら
ず
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
気
質
や
能
力
（
機
根
）
に
応
じ
て
方

便
化
土
（
真
実
の
浄
土
で
あ
る
報
土
の
周
辺
）
へ
の
往
生
を
願
う
も
の
で
、
観
無
量
寿
経
顕

説
の
要
門
お
よ
び
阿
弥
陀
経
顕
説
の
真
門
に
示
さ
れ
る
方
便
の
教
え
が
あ
る
と
す
る
。
こ

こ
ま
で
が
浄
土
教
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
が
、「
竪
超
」
で
、
こ
れ
は
即
身
成
仏
や
本
覚
（
人
は
も
と
も
と
悟
り
の
心

を
も
っ
て
い
る
こ
と
）
を
説
き
、
す
ば
や
く
悟
り
に
い
た
る
教
え
で
、
華
厳
・
天
台
・
真

言
・
禅
が
実
教
（
真
実
の
教
え
）
と
し
て
こ
れ
に
属
す
る
。

最
後
が
「
堅
出
」
で
、
悟
り
を
得
る
ま
で
に
永
劫
と
も
い
え
る
修
行
を
要
す
る
権
教

（
仮
り
の
教
え
）
で
あ
る
。
浄
土
門
法
相
・
三
論
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
全
体

を
嘉
興
蔵
の
よ
う
に
天
竺
・
悉
曇
・
日
本
の
時
代
順
に
し
て
い
る
点
は
異
な
る
。

つ
ま
り
、
浄
土
教
を
第
一
と
し
、
そ
の
後
に
真
言
や
天
台
、
禅
、
華
厳
が
あ
り
、
そ
し

て
法
相
や
三
論
宗
が
あ
る
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現

存
目
録
』
の
書
目
の
配
置
は
、
お
お
む
ね
親
鸞
の
考
え
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
書
式
も
嘉
興
蔵
と
全
く
同
じ
半
丁
一

〇
行
で
一
行
二
〇
文
字
で
界
線
が
あ
る
。
嘉
興
蔵
を
模
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
智

洞
が
右
の
よ
う
な
「
二
双
四
重
」
を
体
現
で
き
た
の
は
、
や
は
り
学
林
依
用
の
嘉
興
蔵
を

知
悉
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
学
林
の
嘉
興
蔵
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
入
蔵
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
入

蔵
時
期
に
つ
い
て
は
、
以
前
筆
者
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
と
推
定
し
た(3)。
こ
れ
は
、

嘉
興
蔵
を
底
本
と
し
た
日
本
で
は
じ
め
て
の
普
及
版
大
蔵
経
で
あ
る
黄
檗
版
が
開
版
さ
れ

る
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
延
宝
年
間
は
、
聖
教
伝
授
を
排
し
た
宗
主
寂

如
と
、
文
献
主
義
を
檀
林
に
根
付
か
せ
た
第
二
代
能
化
知
空
の
時
代
で
あ
っ
た(4)。
嘉
興
蔵

の
入
蔵
は
、
学
林
に
お
け
る
文
献
主
義
へ
の
転
換
の
流
れ
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。
智
洞
は
、
こ
の
嘉
興
蔵
を
大
い
に
利
用
し
て
い
る
点
は
留
意
さ
れ
る
。
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ま
た
、
も
う
一
点
、
同
目
録
の
書
目
の
配
置
に
は
特
徴
が
あ
る
。
浄
土
教
を
第
一
に
配

置
し
て
い
る
が
、
浄
土
真
宗
を
第
一
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
目
録
な
ら

ば
、『
浄
土
三
部
経
』
な
ど
天
竺
や
支
那
の
浄
土
経
典
を
挙
げ
た
後
は
、
親
鸞
の
主
著
で

あ
る
『
教
行
信
証
』
を
配
す
る
。
し
か
し
、
同
目
録
で
は
天
竺
・
中
国
・
日
本
と
大
別
し
、

天
竺
の
部
に
日
本
人
の
著
作
は
混
じ
ら
な
い
の
に
加
え
て
、
各
国
ご
と
に
さ
ら
に
細
か
く

経
律
論
に
分
か
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
浄
土
教
の
書
目
が
成
立
順
に
配
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

『
教
行
信
証
』
は
日
本
の
浄
土
部
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
や
法
然

の
『
撰
択
集
』
の
後
と
な
る
。
目
録
の
中
で
か
な
り
後
方
で
あ
る
。

総
じ
て
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
親
鸞
中
心
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
親
鸞

の
考
え
に
沿
っ
た
形
で
の
浄
土
教
中
心
の
通
仏
教
的
な
仏
教
大
系
を
示
し
た
目
録
と
言
え

る
。二

智
洞
以
前
の
蔵
書
の
配
架
方
法

『龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
ユ
ニ
ー
ク
な
目
録
で
は
あ
る
が
、
実
は
、
こ
れ
は
智

洞
ひ
と
り
の
発
想
で
は
な
い
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
性
質
は
学
林
が
元
々

持
っ
て
い
た
性
格
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
根
拠
は
、
嘉
興
蔵
以
外
の

書
目
の
上
に
付
さ
れ
た
函
番
号
の
並
び
方
で
あ
る
。

当
該
目
録
は
、
大
蔵
経
と
そ
れ
以
外
の
大
量
の
仏
書
を
独
自
に
配
置
し
て
い
る
の
だ
が
、

各
書
目
の
上
部
に
、「
蔵
」（
嘉
興
蔵
の
こ
と
）
や
「
続
蔵
」（
嘉
興
蔵
の
続
蔵
）、「
肆
」（
版

本
）、「
写
」（
写
本
）
と
い
っ
た
大
ま
か
な
分
類
と
、
書
庫
で
の
函
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
に
、
も
と
も
と
嘉
興
蔵
も
そ
れ
以
外
の
仏
書
も
書
庫
で
は
函
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
と
わ
か
る
。
そ
し
て
、
函
に
付
さ
れ
た
番
号
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
嘉
興

蔵
は
別
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
函
番
号
は
別
立
て
で
あ
る
。
ま
た
、
嘉
興
蔵
以
外
の

仏
書
を
入
れ
る
の
に
「
肆
」
と
「
写
」
の
二
種
類
の
函
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

同
目
録
が
編
纂
さ
れ
て
後
、
さ
ら
に
増
加
し
た
蔵
書
に
対
応
す
る
た
め
写
本
が
別
函
に
写

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
す
で
に
わ
か
っ
て
い
る(5
)。
よ
っ
て
、
こ
の
目
録
の
成
立
当

時
は
版
本
も
写
本
も
同
じ
函
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
函
に
版
本
の
函
と
写
本
の
函
が
二
種

類
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
写
二
」
と
は
、
肆
本
二
番
の
函
の
中
に
あ
る
写
本
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
右
の
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
第
三
巻
の

本
文
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。
第
三
巻
は
、「
支
那
大
乗
釈
教
部
」
か
ら
始
ま
る
。
主
に
嘉

興
蔵
以
外
の
学
林
蔵
書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
巻
で
あ
る
。

龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
巻
第
三

京
兆

桃
華
坊
釈
智
洞
記

支
那
大
乗
釈
経
部

肆
一

三
部
経
本

科
本

四
巻

肆
一

同
異
訳
経
本
八
巻

大
無
量
寿
経

肆
一

義
疏
二
巻

随

慧
遠

肆
一

義
疏
一
巻

唐

嘉
祥

肆
一

連
義
述
文
讃
三
巻

唐

憧
興

肆
一

宗
要
一
巻

新
羅

元
暁

観
無
量
寿
経

肆
一

義
疏
二
巻

随

慧
遠

蔵
百
七
十
六

疏
一
巻

随

智
顗
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肆
一

記
一
巻

唐

法
総

蔵
百
七
十
六

妙
宗
鈔
一
巻

宋

智
禮

肆
一

疏
一
巻

唐

吉
蔵

肆
一

疏
四
巻

唐

善
導

（
中
略
、「
肆
一
」
の
函
の
書
目
が
続
く
）

阿
弥
陀
経

肆
一

疏
一
巻

附
千
日
本
恵
心
小
経
畧
記随

智
顗

写
一

疏
一
巻

唐

窮
基

肆
一

通
賛
三
巻

同

蔵
百
八
十
四

疏
一
巻

新
羅

元
暁

肆
一

義
疏
一
巻

宋

元
照

肆
一

聞
持
記
三
巻

宋

戒
度

続
四
十

句
解
一
巻

元

性
澄

続
五
十
六

疏
鈔
四
巻

明

袾
宏

肆
一

事
義
一
巻

（
中
略
。「
肆
一
」
の
函
の
書
目
が
続
く
）

華
厳
経

肆
二

捜
玄
記
十
巻

四
之
本
欠

唐

智
儼

肆
二

孔
目
章
四
巻

同

写
二

明
宗
記
一
巻

修
寂

肆
二

文
義
綱
目
一
巻

唐

法
蔵

肆
二

探
玄
記
二
十
巻

同

（
以
下
、
嘉
興
蔵
の
正
蔵
と
続
蔵
に
混
じ
り
、「
写
二
」「
肆
二
」
の
函
が
続
く
。）

嘉
興
蔵
の
正
蔵
や
続
蔵
を
除
く
と
、「
肆
一
」
や
「
写
一
」、
つ
ま
り
嘉
興
蔵
以
外
の
仏

書
の
一
の
函
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
二
函
へ
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
多
少
番
号

が
前
後
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
お
お
ま
か
に
は
函
番
号
通
り
に
な
っ
て
お
り
、
大
幅
に
ず

れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
学
林
の
蔵
書
が
智
洞
以
前
か
ら
浄
土
教
を
中
心
と
し
た
通
仏
教
的
な
配
架

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
配
架
方
針
で
は
、『
教
行
信
証
』
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
親
鸞
の

主
著
『
教
行
信
証
』
は
「
肆
七
十
八
」
の
函
（
版
本
の
七
十
八
番
の
函
）。
同
じ
函
に
は

『
往
生
要
集
』
や
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
確
か
に
、『
龍
谷

学
黌
内
典
現
存
目
録
』
で
は
『
往
生
要
集
』
や
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
後
に
『
教
行
信

証
』（「
広
文
類
」）
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
版
本
の
七
十
八
番
函
は
、
華
厳
経
な
ど
よ

り
か
な
り
後
の
函
。『
華
厳
経
』
関
係
は
四
十
七
函
で
、『
浄
土
三
部
経
』
関
係
の
日
本
の

部
四
一
〜
四
六
函
の
次
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
林
書
庫
で
は
、
も
と
も
と
宗

祖
の
主
著
『
教
行
信
証
』
も
か
な
り
後
の
方
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
配
架
が
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
西
本
願
寺
檀
林
の
書
庫
は
智
洞

以
前
か
ら
浄
土
教
を
中
心
と
し
た
配
架
を
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
智
洞
は
目
録
を
編
纂
す

る
に
あ
た
り
、
こ
の
方
針
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
彼
自
身
の
発
明
は
、
主
に
そ
こ
に
嘉

興
蔵
を
入
れ
込
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
全
体
を
整
え
て
巨
大
な
目
録
を
作
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
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三
公
刊
の
目
的

『龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
五
冊
の
う
ち
、
第
五
冊
は
別
人
が
後
か
ら
作
っ
た
写
本

目
録
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
除
外
し
て
考
え
る
と
、
智
洞
が
作
成
し
た
四
冊
は
嘉
興
蔵
大
蔵

経
を
意
識
し
た
書
式
で
あ
り
、
書
体
も
よ
く
整
っ
て
お
り
い
か
に
も
版
下
風
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
智
洞
に
は
出
版
す
る
意
志
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
三
業
惑

乱
が
あ
り
、
出
版
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
同
書
の
写
本
も
、
近

世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
四
点
の
み
で
、
非
常
に
少
な
い
。

同
書
が
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
時
に
あ
っ
て
ど
う
い
っ
た
目
的
や

方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

【西
本
願
寺
の
中
央
集
権
化
】

当
時
、
ま
ず
書
物
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
西
本
願
寺
の
聖
教
蔵
版
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
御
蔵
版
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
氾
濫
す
る
町
版
に
間
違
い
が
多
い
と
し
て
、
西
本

願
寺
自
ら
が
聖
教
出
版
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
嚆
矢
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
開
版
の
『
真
宗
法
要
』
で
あ
る
。
宝
暦
年
間
よ

り
、
激
し
い
抵
抗
を
し
た
民
間
の
本
屋
と
の
五
年
の
交
渉
を
経
て
、
真
宗
の
聖
教
類
の
う

ち
三
十
九
種
類
の
真
宗
の
仮
名
聖
教
を
選
び
、
開
版
し
た
。
本
文
を
厳
密
に
校
訂
し
、
版

木
も
新
し
く
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
版
面
は
、
本
山
の
権
威

を
感
じ
さ
せ
る
。
三
十
一
冊
の
仮
名
聖
教
叢
書
と
い
う
大
規
模
な
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の

『
真
宗
法
要
』
の
開
版
は
、
東
本
願
寺
や
当
時
は
末
寺
で
あ
っ
た
興
正
寺
を
刺
激
す
る
こ

と
と
な
り
、
熾
烈
な
聖
教
開
版
争
い
に
発
展
し
、
真
名
聖
教
の
『
教
行
信
証
』
の
版
権
獲

得
争
い
の
引
き
金
に
な
っ
た(6)。

ま
た
、
聖
教
出
版
と
は
別
に
、
天
明
四
年
（
一
七
八
二
）
に
は
西
本
願
寺
教
団
初
め
て

の
宗
史
『
本
願
寺
通
紀
』
の
編
纂
に
着
手
し
て
い
る
。
当
時
は
学
林
の
長
た
る
能
化
に
権

力
が
集
ま
り
、
教
学
が
花
開
く
一
方
で
、
北
陸
を
中
心
に
異
安
心
が
多
発
し
て
い
た
時
期

で
、
三
業
惑
乱
が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
宗
史
の
編
纂
は
『
真
宗
法
要
』

と
合
わ
せ
、
真
宗
の
聖
教
出
版
の
独
占
を
図
り
、
中
央
の
権
威
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

【東
本
願
寺
の
開
か
れ
た
学
問
】

西
本
願
寺
が
中
央
集
権
化
す
る
一
方
で
、
西
本
願
寺
と
双
璧
を
な
す
東
本
願
寺
に
は
開

か
れ
た
学
問
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
真
宗
の
聖
教
出
版
で
は
西
本
願
寺
と
争
っ
て
い
た
東

本
願
寺
だ
が
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
東
本
願
寺
で
は
大
蔵
経
の
校
合
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
『
上
檀
間
日
記
』
か
ら
伺
え
る
。

一

唐
本
之
経
蔵
種
々
ニ
而
廿
余
り
有
之
由
。
其
中
ニ
而
随
分
宜
キ
経
蔵
を
開
板
仕

候
ハ
、
黄
檗
之
本
ニ
御
座
候
。
学
寮
ニ
御
座
候
蔵
経
者
甚
不
次
第
な
る
本
ニ
而
、
且

又
黄
檗
之
経
蔵
と
く
ら
へ
合
候
得
ハ
、
百
拾
三
部
不
足
之
様
ニ
相
見
へ
申
候
。（
中

略
。
黄
檗
蔵
の
本
で
経
蔵
の
不
足
を
補
っ
た
。
ま
た
他
の
大
蔵
経
を
調
べ
た
結
果
黄
檗
蔵
に

な
い
経
典
が
七
十
一
部
見
つ
か
り
、
し
か
し
こ
れ
は
東
本
願
寺
書
庫
に
あ
る
の
で
目
録
を
作

る
こ
と
に
し
た
。
黄
檗
版
に
不
足
の
本
の
目
録
を
）
是
ハ
末
々
続
蔵
と
相
立
、
目
録
相
添

置
申
候
ハ
仭
可
然
哉
と
奉
存
候
。（
以
下
略
）

(『
上
檀
間
日
記
』
安
永
三
年
九
月
二
十
九
日
、
慧
琳
の
上
申
書(7)。
句
読
点
、（

）
筆
者
）

安
永
年
間
に
は
黄
檗
版
大
蔵
経
に
漏
れ
た
経
典
を
「
続
蔵
」
と
称
し
、
そ
の
目
録
が
作

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蔵
書
に
お
い
て
大
蔵
経
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
校

（ 56 ）



合
し
た
大
蔵
経
は
他
山
他
派
に
も
公
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
東
本
願
寺
檀
林
で
は
蔵
書
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
講
義
の
在
り
方
も
見
直
さ

れ
た
。
講
義
は
公
開
さ
れ
、
他
宗
の
学
僧
で
も
参
加
で
き
た
と
い
う
。
教
学
上
、
清
新
な

体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
体
制
は
、「
続
蔵
」
目
録
や
大
蔵
経
と

共
に
不
幸
に
も
天
明
八
年
正
月
晦
日
の
大
火
で
烏
有
に
帰
し
た(8)。

【大
蔵
経
へ
の
関
心
】

ま
た
、
黄
檗
版
大
蔵
経
が
開
版
さ
れ
て
約
百
年
が
経
過
し
、
忍
徵
や
鳳
潭
が
こ
れ
を
検

証
し
て
以
来
、
智
洞
の
時
代
に
も
大
蔵
経
へ
の
関
心
は
保
た
れ
て
い
た
。

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）、
当
時
西
本
願
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
興
正
寺
の
学
頭
大
瀛
が

『
閲
蔵
知
津
抜
萃
』
一
巻
を
刊
行
し
、
ま
た
翌
天
明
二
年
に
は
、
天
台
僧
智
旭
編
『
閲
蔵

知
津
』
四
十
四
巻
二
〇
冊
（
順
治
十
一
年
《
一
六
五
四
》
成
立
）
が
天
台
僧
慈
舟
に
よ
っ
て

単
独
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
前
期
の
終
わ
り
に
あ
た
る
延
宝
年
間
前
後
は
、
西
本
願
寺
教
団

の
み
な
ら
ず
、
版
本
で
文
献
主
義
的
に
研
究
を
行
い
、
知
識
を
共
有
し
合
う
新
し
い
仏
教

学
が
十
分
に
意
識
さ
れ
て
き
た
頃
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
黄
檗
版
大
蔵
経
の
開
版
は
シ
ン
ボ

ル
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
黄
檗
版
は
そ
れ
ま
で
の
信
仰
や
音
読
、
転
読
の
た
め
の
大
蔵

経
と
は
事
な
り
、
極
め
て
読
書
や
研
究
に
向
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

黄
檗
版
は
明
の
嘉
興
蔵
大
蔵
経
を
底
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
大
蔵
経
は
そ
れ
ま
で
の
版

本
大
蔵
経
と
は
異
な
り
冊
子
体
で
、
目
録
も
備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
個
々
の
経
典
に

千
字
文
に
よ
る
通
し
番
号
も
付
さ
れ
、
版
面
は
半
丁
二
〇
行
、
一
行
十
七
文
字
で
統
一
さ

れ
て
い
る
の
で
検
索
や
引
用
も
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
黄
檗
版
は
ほ
と
ん
ど
の
本

文
に
訓
点
を
施
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏
書
の
需
要
が
当
時
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、

実
際
、
こ
の
大
蔵
経
は
近
世
を
通
じ
て
よ
く
普
及
し
た
。

西
本
願
寺
の
学
林
も
、
黄
檗
蔵
の
開
版
前
に
そ
の
底
本
で
あ
る
嘉
興
蔵
を
入
蔵
し
利
用

し
て
き
た
。
版
本
大
蔵
経
を
内
包
し
た
仏
書
目
録
を
公
開
を
前
提
と
し
て
編
纂
す
る
こ
と

は
、
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
三
業
惑
乱
に
つ
な
が
る
応
酬
が
し
だ
い
に
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
本
山
と
在
野

の
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
。
本
山
と
し
て
は
教
団
内
で
そ
の
権
威
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ

た
。『
真
宗
法
要
』
は
学
問
に
も
も
ち
ろ
ん
有
効
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
正
式
な

真
宗
聖
教
の
テ
キ
ス
ト
を
本
山
が
掌
握
し
、
自
ら
出
版
す
る
こ
と
は
宗
教
的
権
威
を
高
め

る
意
味
合
い
が
強
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、『
真
宗
法
要
』
の
次
の
世
代
を
担
う
智
洞
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
中
央
集
権
化
と
は
少
し
方
向
性
を
異
に
し
て
い
る
。『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』

は
、
真
宗
中
心
に
し
た
蔵
書
目
録
で
は
な
い
。
近
世
で
作
ら
れ
た
文
献
主
義
的
な
仏
教
学

に
基
づ
い
た
学
林
蔵
書
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
よ
り
体
系
的
に
発
展
さ
せ
た
も
の
を
世
に
問

う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
長
く
学
林
蔵
書
の
規
範
と
な
る
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

四
抹
消
さ
れ
た
利
用
の
痕
跡

『龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
第
一
〜
第
四
冊
は
、
嘉
興
蔵
と
同
じ
罫
紙
に
版
下
風

に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
全
体
と
し
て
整
然
と
し
た
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く
み
る

と
全
体
的
に
相
当
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
目
見
て
気
付
く
の
は
、
別
筆
の
書
き
込

み
と
そ
の
抹
消
で
あ
る
。
墨
、
朱
で
少
し
ず
つ
書
き
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
が
至
る
と
こ
ろ

に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
胡
粉
や
貼
り
紙
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

後
か
ら
の
書
き
込
み
を
全
て
隠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
料
紙
の
途
中
が
切
り
取
ら
れ
、
新
し
い
白
紙
の
料
紙
で
貼
り
継
が
れ
て
い
る
箇

所
が
至
る
所
に
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
白
紙
の
料
紙
は
、
元
の
も
の
と
同
じ
「
龍
谷
学
黌

大
蔵
」
と
版
心
に
あ
る
罫
紙
を
使
っ
て
い
る
（
図
2
）。
お
そ
ら
く
切
り
取
ら
れ
た
部
分

に
は
何
か
書
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
見
せ
な
い
よ
う
同
じ
罫
紙
の
白
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

切
ら
れ
た
部
分
に
何
が
書
い
て
あ
っ
た
か
は
知
り
よ
う
も
な
い
が
、
胡
粉
で
抹
消
し
た

箇
所
の
中
に
は
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
巻
の
、
主
に
嘉
興
蔵

大
蔵
経
の
書
目
が
並
ん
で
い
る
巻
に
、「
百

成
唯
識
論
十
巻

護
法
等
菩
薩
釈
造

同
」

（「
同
」
は
前
の
行
と
同
じ
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
「
玄
奘
」
を
指
し
て
い
る
）
と
書
か
れ
た

行
が
あ
る
（
図
3
-1
）。
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
は
嘉
興
蔵
正
蔵
の
第
百
番
の
函
に
『
成
唯

識
論
』
十
巻
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
行
に
も
「
護
法
等
菩
薩
釈
造
」

の
文
字
の
左
あ
た
り
書
き
込
み
が
あ
り
、「
肆
本
在
七
十
三
函
」
と
読
め
る
（
図
3
-2
）。

胡
粉
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
薄
い
た
め
に
下
の
文
字
が
判
読
で
き
、
明
ら
か
に

別
筆
で
あ
る
。
こ
の
「
肆
本
在
七
十
三
函
」
と
い
う
書
き
込
み
は
、
嘉
興
蔵
の
第
百
函
の

『
成
唯
識
論
』
の
ほ
か
に
、
版
本
の
七
十
三
函
に
も
同
じ
本
が
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
の
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だ
ろ
う
。

実
は
、
先
述
の
『
大
蔵
虫
払
目
録
』
か
ら
、
当
時
の
学
林
蔵
書
に
は
町
版
の
『
成
唯
識

論
』
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
大
蔵
虫
払
目
録
』
は
文
政
年
間
と
文
久
年

間
頃
の
二
種
類
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
七
十
三
函
の
項
に
『
成
唯
識

論
』
十
冊
本
が
記
載
さ
入
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
は
他
に
も
多
く
見
ら
れ
、
智
洞
没
後
に
入
蔵
し
た
書
目
も
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
第
三
巻
の
「
目
録
」
の
項
に
は
貼
り
紙
で
抹
消
し
た
行
が
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
「
肆
三
十
四

三
大
蔵
目
録
二
巻

随
天
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
智
洞

が
没
し
た
後
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
頃
刊
行
の
版
本
で
あ
る
（
図
4
）。

こ
う
し
た
書
き
込
み
が
示
す
の
は
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
成
立
以
後
智
洞

が
罪
人
と
し
て
獄
死
し
た
後
も
、
同
目
録
に
は
新
し
い
情
報
が
書
き
込
ま
れ
続
け
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
書
き
込
み
は
い
つ
の
時
点
か
で
徹
底
的
に
抹
消
さ
れ
た
。

念
入
り
に
抹
消
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
料
紙
を
切
り
取
り
白
紙
で
補
っ
た
箇
所
も

新
し
い
書
目
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

同
書
に
は
よ
く
読
ま
れ
た
証
で
あ
る
手
ヅ
レ
（
見
開
き
に
し
た
時
、
本
の
左
下
に
付
く
汚

れ
）
が
濃
く
出
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
あ
る
時
点
ま
で
は
学
林
の
目
録
と

し
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
罪
人
の
著
作
を
利
用
し

続
け
て
い
た
こ
と
を
隠
す
必
要
が
で
き
た
時
、
抹
消
作
業
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

【僧
朗
の
写
本
目
録
は
文
久
年
間
に
利
便
性
の
た
め
に
合
綴
さ
れ
た
か
】

現
在
は
一
具
と
さ
れ
て
い
る
第
五
冊
の
「
龍
谷
学
黌
内
典
写
本
現
存
目
録
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
学
僧
僧
朗
（
一
七
六
九
〜
一
八
五
一
）
が
編
纂
し
た
写

本
目
録
で
あ
る
。
智
洞
の
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
か
ら
写
本
を
抜
き
書
い
た
も
の

で
、
書
式
も
作
者
も
別
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
一
具
と
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
写
本
だ
け

の
目
録
が
あ
っ
た
方
が
便
利
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

智
洞
は
学
林
蔵
書
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
装
訂
に
規
格
性
が
な
い
写
本
を
別
函
に
わ
け
る
必
要
が
出
て
き
た
。
写
本
が
別
の

番
号
を
付
さ
れ
た
函
に
納
め
ら
れ
る
と
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
四
冊
で
は
把
握

し
に
く
く
な
る
の
で
、
こ
れ
を
補
う
意
味
で
一
具
と
し
た
の
だ
ろ
う
。『
龍
谷
学
黌
内
典

現
存
目
録
』
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
写
本
目
録
に
も
増
補
が
あ
る
。
僧
朗
の
識
語
の
後
、
さ
ら
に
「
外
六
十
三

四
」
と
「
百
七
十
九
」
の
函
番
号
の
二
点
の
書
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
図
5
）、
外

典
の
六
三
函
や
一
七
九
函
が
作
ら
れ
た
の
は
幕
末
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
も
新
し
い
情
報
を

書
き
加
え
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
作
者
が
僧
朗
で
あ
る
た
め
、
他
の
四
冊
と
は
異
な
り

抹
消
作
業
は
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
幕
末
ま
で
学
林
蔵
書
と
し
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図 4 第三巻抹消箇所



て
は
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
檀
林
書
庫
の
配
架
を
よ
り
進
化
さ
せ
、
嘉
興
蔵

ま
で
入
れ
込
ん
で
い
る
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
、
実
際
に
は
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、

増
補
を
重
ね
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
だ
っ
た
。

増
補
が
抹
消
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
同
書
が

学
林
の
蔵
書
と
し
て
復
活
し
た
時
で
あ
る
。
三
業
惑
乱
で
智
洞
が
罪
人
と
な
る
に
及
び
、

『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
は
秘
匿
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り(9)、
確
か
に
文
政
年
間
の

『
大
蔵
虫
払
目
録
』
に
は
記
載
が
な
い
。
た
だ
し
、『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
表
紙

に
は
「
共
五
／
写
／
三
十
七
函
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
写
本
の
三
十
七
函
は
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
頃
成
立
の
『
続
大
蔵
虫
払
目
録
』（
文
久
年
間
頃
成
立
の
『
大
蔵
虫
払
目
録
』

の
続
編
）
の
写
本
の
項
の
最
後
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
文
久
二
年
頃
に
は
学
林

蔵
書
と
し
て
認
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
学
林
の
蔵
書
に
加
え
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
抹
消
し

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

五
大
蔵
経
の
頻
繁
な
利
用

筆
者
は
以
前
、
学
林
の
大
蔵
経
目
録
が
破
損
す
る
ほ
ど
閲
覧
さ
れ
て
い
る
例
を
示
し
た(10)。

あ
ま
り
に
利
用
が
多
い
た
め
破
損
し
た
の
で
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
新
調
さ
れ
た

目
録
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵

請
求
記
号
201.1/55）
も
ま

た
相
当
な
使
用
感
が
あ
る
の
だ
っ
た
。
学
林
の
学
僧
ら
が
大
蔵
経
を
よ
く
閲
覧
し
て
い
る

こ
と
が
伺
え
る
。

こ
こ
に
も
う
一
点
、『
三
蔵
録
』
と
い
う
本
が
あ
る
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵

請
求

記
号
201.1/7-w
/8）。
幕
末
に
学
林
書
庫
に
入
蔵
し
た
、
八
冊
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
見

返
し
に
は
「
依
頼
／
安
政
五
戊
午
年
四
月
入
蔵
／
願
人

肥
後
玄
覚
」（
安
政
五
戊
午
年
は
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一
八
五
三
年
）、
奥
書
に
は
「
嘉
永
四
亥
初
秋
十
五
日
行
年
七
十
六
歳
法
﨟
二
十
／
五
夏
於

窓
前
投
筆

円
覚
寺
隠
居
釈
教
瑞
玄
覚
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
玄
覚
と
い
う
老
僧
が
書

写
し
て
寄
贈
し
た
も
の
。
こ
の
玄
覚
に
つ
い
て
は
、
肥
後
の
僧
侶
で
一
名
教
端
、
称
与
楽

庵
と
い
い
、
環
中
の
門
人
で
あ
っ
た
人
で
あ
っ
た
と
し
か
伝
わ
ら
な
い(11)。

同
書
は
大
蔵
経
を
閲
覧
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
と
し
て
学
林
蔵
書
に
加
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
学
林
の
記
録
で
あ
る
『
学
林
万
検
雑
牘
』
巻
十
八
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
が

あ
る(12)。

口
上
書

一
此
度
三
蔵
録
壱
部

八
冊

是
迄
開
元
録
等
之
蔵
経
目
録
数
本
御
座
候
得
共
、
急
務
ニ
三
蔵
吟
味
之
説
、
繰

出
し
候
ニ
難
儀
仕
候
間
、
い
ろ
は
引
ニ
仕
、
初
学
之
便
用
ニ
も
相
成
申
候
半
歟

と
、
年
来
編
集
仕
候
間
、
今
度
入
蔵
仕
度
、
此
段
奉
願
候
以
上
。

安
政
五
午
四
月

肥
後
八
代

玄
覚
花
押

学
林

御
役
所

学
林
に
は
『
開
元
釈
教
録
』
な
ど
の
大
蔵
経
目
録
が
あ
る
も
の
の
、
素
早
く
大
蔵
経
の

中
か
ら
目
的
の
経
典
を
見
付
け
る
の
は
難
儀
で
あ
る
か
ら
、
書
目
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
れ

ば
初
学
の
人
も
便
利
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
目
録
を
年
来
編
集
し
て
い
た
の
で
、
今
回
学
林

に
入
蔵
し
た
い
と
述
べ
て
い

る
。確

か
に
、
図
六
の
本
文
冒

頭
で
は
、
経
典
名
が
「
以
」

（
い
）
で
は
じ
ま
る
書
目
か

ら
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ

は
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
嘉
興
蔵
の
経
典
で
あ

れ
ば
欄
外
上
部
に
対
応
す
る

千
字
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
訳
者

や
偽
経
に
つ
い
て
も
詳
細
に

調
査
さ
れ
て
お
り
、
知
識
の

多
く
な
い
者
で
も
大
蔵
経
か

ら
目
的
の
経
典
を
見
付
け
、

か
つ
あ
る
程
度
の
基
礎
的
な

知
識
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

料
紙
は
『
龍
谷
学
黌
内
典

現
存
目
録
』
と
同
版
の
罫
紙

を
使
用
し
て
い
る
。
学
林
も

ま
た
、
円
覚
の
こ
の
書
を
必

要
と
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ

ろ
う
。
こ
の
罫
紙
は
、『
大
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蔵
虫
払
目
録
』
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
書
目
を
便
利
に
探

索
す
る
こ
と
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

学
林
は
、
三
業
惑
乱
で
罪
人
と
な
っ
た
者
の
編
著
で
あ
っ
て
も
、
虫
払
用
に
作
ら
れ
た

目
録
で
あ
っ
て
も
、
地
方
の
一
学
僧
が
作
っ
た
目
録
で
あ
っ
て
も
、
利
用
に
便
利
で
あ
れ

ば
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
学
林
が
大
蔵
経
を
前
提
と
し
た
通
仏
教
的

な
在
り
方
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
に
お
け
る
独
特
の
書
目
の

並
び
は
、
親
鸞
の
『
愚
禿
鈔
』
に
沿
う
形
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
浄
土
教
中
心
で
あ
っ

て
も
、
浄
土
真
宗
中
心
で
は
な
い
点
は
留
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ひ
と
つ
の
仏
教

体
系
を
示
す
よ
う
な
目
録
編
纂
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
学
林
依
用
の
嘉
興
蔵
大
蔵
経
を

知
悉
し
、
こ
れ
を
目
録
内
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。

こ
う
し
た
書
目
の
配
置
は
、
智
洞
一
人
の
発
想
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
学
林
の
書
庫

で
は
浄
土
教
中
心
の
通
仏
教
的
な
仏
書
の
配
架
を
行
っ
て
い
た
。
智
洞
は
こ
う
し
た
学
林

蔵
書
の
配
架
、
ひ
い
て
は
学
林
の
学
問
的
基
盤
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

中
央
集
権
化
を
目
指
し
て
い
た
当
時
の
西
本
願
寺
教
団
に
あ
っ
て
、『
龍
谷
学
黌
内
典

現
存
目
録
』
は
、
直
接
的
に
は
学
林
の
蔵
書
目
録
の
発
表
で
あ
り
、
新
し
い
仏
教
体
系
の

提
案
で
あ
っ
て
、
学
問
的
な
成
果
発
表
に
近
い
。『
真
宗
法
要
』
な
ど
に
比
べ
て
権
威
の

強
調
に
は
重
き
を
置
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
業
惑
乱
以
降
秘
匿
さ
れ
た
同
書
で
あ
る
が
、
後
世
の
書
き
込
み
を
見
る
に
、
学
林
内
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で
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
書
き
込
み
は
現
在
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

幕
末
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
大
蔵
経
を
よ
く
利
用
し
て
い
た
学
林
で
は
、
同
書
は
『
大
蔵

虫
払
目
録
』
と
合
わ
せ
、
学
林
の
者
達
に
は
大
変
便
利
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
の
学

林
教
学
の
在
り
方
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

明
治
前
半
成
立
と
思
わ
れ
る
学
林
の
蔵
書
目
録
『
真
宗
学
庠
蔵
書
目
録
』
十
二
冊
は
、

分
類
も
函
番
号
も
近
世
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

今
日
よ
く
目
に
す
る
『
三
部
経
』
と
そ
の
註
釈
書
の
後
に
、
親
鸞
の
著
作
が
並
ぶ
も
の
で

あ
る(13)。
こ
の
目
録
以
降
、
近
世
の
書
物
文
化
の
上
に
確
立
さ
れ
た
学
林
書
庫
の
配
架
と
共

に
、
智
洞
の
功
績
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
業
惑
乱
が
あ
り
、
今
日
必
ず
し
も
評
価
の
高
く
な
い
智
洞
で
あ
る
が
、『
龍
谷
学
黌

内
典
現
存
目
録
』
に
お
け
る
学
問
的
に
真
摯
な
態
度
は
称
賛
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
早
い
時
期
に
嘉
興
蔵
を
入
蔵
さ
せ
、
文
献
主
義
的
な
研
究
を
支
え

続
け
た
学
林
書
庫
も
、
図
書
館
学
な
ど
に
寄
与
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
世
仏
書

が
も
た
ら
し
た
文
化
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
は
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
主
催
の

公
開
研
究
会
で
の
発
表
を
元
に
執
筆
し
ま
し
た
。

注(1
)
万
波
寿
子
「
近
世
檀
林
の
蔵
書
目
録
と
書
庫
袞
西
本
願
寺
檀
林
の
大
蔵
虫
払
目
録
袞
」

（『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
紀
要
』
二
六
号
、
二
〇
二
二
年
）

(2
)
万
波
寿
子
「
智
洞
編
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
研
究
」（『
日
本
古
写
経
研
究
所
研

究
紀
要
』
第
七
号
、
二
〇
二
二
年
）

(3
)
同
前
論
文

(4
)
三
浦
真
証
「『
教
行
信
証
』
伝
授
の
一
試
論
袞
寂
如
上
人
御
講
義
を
通
し
て
袞
」（『
真
宗

学
』
一
四
〇
号
、
二
〇
一
九
年
）

(5
)
前
掲
論
文
（
1
）「
近
世
檀
林
の
蔵
書
目
録
と
書
庫
袞
西
本
願
寺
檀
林
の
大
蔵
虫
払
目
録

袞
」

(6
)
万
波
寿
子
「
日
本
の
仏
書
」（
藤
本
幸
夫
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
屋
袞
日
中
韓
を
め
ぐ
る

本
の
文
化
史
』
勉
誠
出
版
（
二
〇
二
一
年
）

(7
)
『上
檀
間
日
記
』
は
現
在
閲
覧
が
難
し
い
た
め
、
武
田
統
一
『
真
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書

店

一
九
四
四
年
）
よ
り
引
用
。

(8
)
武
田
統
一
『
真
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書
店

一
九
四
四
年
）
一
五
六
ペ
ー
ジ

(9
)
平
春
生
「『〈
龍
谷
学
黌
〉
大
蔵
内
典
現
存
目
録
』
に
つ
い
て
」（
天
野
敬
太
郎
先
生
古
稀

記
念
会
編
『
図
書
館
学
と
そ
の
周
辺
袞
天
野
敬
太
郎
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』
天
野
敬
太
郎
先

生
古
稀
記
念
会
、
一
九
七
一
年
）

(10
)
前
掲
論
文
（
1
）

(11
)
井
上
哲
雄
著
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
九
年
）

(12
)
『学
林
万
検
』
十
八
巻
：
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
龍
谷
大
学
三
百
五

十
年
史
』
史
料
編
第
二
巻
（
一
九
九
一
年
）
収
載

(13
)
前
掲
論
文
（
1
）「
近
世
檀
林
の
蔵
書
目
録
と
書
庫
袞
西
本
願
寺
檀
林
の
大
蔵
虫
払
目
録

袞
」
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